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・第2回法人研修のレポートを6/20までに提出しましょう。

・総務より自宅から職場まで2km未満の職員の方を対象に、アンケートを実施します。
・治験スタートアップミーティング

　6月6日13:00～、6月13日13:00～実施予定。どちらか必ず参加するようにして
下さい。（病院2階会議室）
＜患者様連絡事項＞
・成田　早希様～オラドールトローチ　18錠処方。
・鈴木　知子様～オラドールトローチ　18錠、また本日昼分よりPL顆粒5日分処方。
・中村　聡様～カロナール　200mg　10回分処方。
・金山　辰巳様～御家族様希望にてCSセットのオムツプランのみ中止予定です。
（詳しくは看護記録を参照して下さい。）
・鈴木　流依様～母様より「本人に差し入れが届いていない」とクレームがありました。

　　　　　　　また母様より「デイケアの利用をしたい」と希望があった為、受け持ち
スタッフが調整していく予定です。

・小田　沙也加様～PL顆粒が継続で3日分処方となっています。

・滝上　八重子様～GAF10点となっています。

・沖田　千賀様～下肢浮腫ある為、採血（セット3、腎セット、BNP）の指示が出ています。
・伊藤　誠様～6/6朝食時より常食→糖尿病食23単位へ変更となっています。また、嗜好品について100～150kcal/日までと栄養課より連絡あります。

＜ベッドコントロール＞
・西　和世様～本日、西病棟22号室へ入院となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・村田　邦恵様～失見当識様の訴えはなく、対面時も落ち着いています。
引き続き状態観察していきましょう。

・高柳　和子様～朝食は自ら取りに来られ自力摂取できており、服薬拒否もありません。

他室侵入や窃盗等の迷惑行為も見られていません。
引き続き精神症状観察していきましょう。
・田端　香織様～些細な内容の確認行為や話し掛け頻回にあり、都度説明しています。

・滝上　八重子様～帰宅要求が聞かれていますが、不穏さは無くスタッフ説明に了承されています。
・伊藤　誠様～日課問題無く行っており不安感や不調の訴え無く経過しています。
・清水目　忠男様～本日オムツ弄りありますが異食行為や不機嫌さはありません。夜間、必要時は不眠時頓服薬を使用し睡眠時間を確保できるようにしていきましょう。
・松谷　さと子様～金銭に関連した妄想言動活発に聞かれ、現実検討出来ない様子がありました。トラブルはありませんが盗食もあった為
他者トラブルの無いように精神症状観察していきましょう。
・谷地　寿梨様～幻覚訴え続いていますが、不穏さなく経過しています。精神
症状に注意しながら観察し必要時は頓服薬使用しましょう。
・沖田　千賀様～歩行状態良好ですが、下肢浮腫出現している為主治医へ情報提供していく予定です。歩行状態や皮膚状態を観察していきましょう。
・小笠原　大雄様～表情冴えず母様へ連絡が付かない事や、PSWと話しをしたいと訴えがありますが切迫性はありません。
・鈴木　知子様～本日午前中に腋窩にて体温測定し38.1℃。

咽頭痛と上肢の関節痛あるも、その他の不調訴えはありません。

コロナウイルス抗原検査実施し結果、陰性でした。
引き続き身体症状観察していきましょう。
・大久保　惠様様～部屋移動後、同室者への不満言動を訴えていると情報がありましたが日勤帯ではトラブル無く経過しています。
・船場　幸子様～怒り口調での独語を話されている場面あり、頓服薬使用しています。引き続き精神症状観察していきましょう。
＜小柳Dr.患者様診察情報＞

・加藤　進様～失見当識様の言動は時折聞かれるも、日課に支障なく比較的穏やかに過ごされている事を情報提供。診察中は「調子はいい」「家族と話がしたい」など穏やかに話される様子有り。処方内容変更無し。
・西川　和恵様～一時的に拒薬あるも声掛けの方法や対応するスタッフを変える事でその後の服薬は問題無く行えている事、奇異な行動は度々あるも他者トラブルに発展することなく、また他者への攻撃性も見られていない事を情報提供している。主治医訪室し診察行っており、診察中は穏やかに返答する様子ある。処方変更特になし。
・松川　順子様～午後になると他病棟への移動や日課に関する確認行為、排便に関する固執した言動聞かれ強い不安感を訴え繰り返し来詰する様子がある事、適宜傾聴や頓服にて対応するも就床するまで詰所と自室を行き来しうまく休息を取れずにいる事を情報提供している。診察中も本人から時折無性に不安になってしまう事、最近自己洗濯を始めた事、最近体力が落ちてきてしまった事など様々相談される様子あり。主治医より、コロナ前より刺激を得る機会が減ってきている事も不調に繋がっているのかもしれないと話あり、院内での感染症がおさまったら1日いっぱいの外出や外出先での食事などをして何か刺激が得られるよう活動してみるよう提案されている。処方内容変更無し。
・江渡　保子様～最近の様子について、日課落ち着いて取り組まれ拒薬なく過ごされている事情報提供している。転入当初に比べ声のトーンが落ちており、時折誇大的な話しをされる事はあるも、興奮性は目立たずに経過している事等情報提供している。

診察中は、血圧が下がってきた事や入院中に体重が減少した事、現状に満足しており治療方針は主治医へ全て委ねたいといった内容の話しをされている。やや多弁さはあるも、興奮する様子は無く入院前の自身の状態について躁状態にあった事に対し自覚のある発言聞かれている。主治医よりあと1ヶ月は治療を続けたいと話があると、入院継続に対しても了承される様子あり。また、今後試験的に外出泊訓練を実施していきたいと主治医より提案受け本人も了承している。5/6～5/10臨時薬の炭酸リチウム(200)4T×朝夕食後で処方されていたが、本人の希望により昼夕食後へ変更となっている。（電カル上は朝夕だが口頭指示にて昼夕へ変更との指示あり）また、6/11～は炭酸リチウム錠(200)４T→５Tへ増量となる。今後炭酸リチウムを増量していくうえで、飲水を必ず促すようにと指示あり。
・小笠原　大雄様～退院が決まらない事や連絡がつかない母様に対し苛々感や強い不安感を訴えている事、不安等の精神症状からくる嘔気等の身体不調の訴えがある事、現在PSWスタッフが家族との面談日時を調整中である事を情報提供。診察中は頭を抱えながら、退院が思うように進んでおらず不安が強くなっていく事や夜間眠れていない事等訴えており、喫煙に関する依存的な言動や母親に対し被害的かつ他罰的に訴える様子有り。主治医よりロナセンテープの効果を感じるか問われるも、効果はあまり感じていないとの事で本日より中止となっている。また、調子が悪い際には適宜頓服にて対応するようにと話しあり。嘔気訴えに対し、嘔気時スルピリド(50)1T/回の予測指示追加頂く。退院に関して本人が思うスピードではないかもしれないが着実に進んではいる事を主治医より説明されるも納得されず、話は平行線を辿るのみであり本日は一旦診察を終了とした。ロナセンテープ以外の臨時薬は変更なく、嘔気時スルピリド(50)10回分処方頂いている。
・春山　明子様～失見当識様の言動は時折聞かれるも日課に支障なく、帰宅要求や易怒性なく経過されている事、他者交流もあり穏やかに過ごしている事を情報提供。診察中も終始穏やかな雰囲気で、主治医と対話する様子あり。処方内容の変更は特に無し。
・伊藤　誠様～6/2西病棟転入以降感染防止の為6/4までは食事や服薬等ほぼ自室内にて行いその間不安感や焦燥感といった訴えなく対面時も穏やかに経過していた事を情報提供。また、本人より食事大盛りの変更希望が聞かれていた事をお伝えしている。主治医より食事に関しては糖尿病の既往がある為大盛りには出来ない事、また今後は糖尿病食を提供する形になると説明受け本人も了承している。退院に関して、本人よりGH等の集団生活について拒否あり自宅への退院の方向となる。今後は外来通院を当院とし本人のいう“発作”が消失し精神症状の安定化が図れた際には再度八戸市立市民病院への転院を検討していくと主治医より説明あり、今週～来週にかけて出来るだけ早くの退院を目指していくようにと話あり。退院後は外来通院と緊急搬送は当院へ。自宅に帰るという事で、訪問看護とヘルパーの利用は今回の退院後でも導入するようにと指示あり。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞

・中居　松男様～主治医来棟し、診察行っている。診察にて本人と対話し、最近は病棟内での食事もある程度摂取出来ている事、歩行状態も小刻み歩行ではあるものの転倒は無い事、他者への迷惑行為や奇異行動なく経過している事を把握頂いている。処方の変更は無し。
・續石　啓介様～主治医訪室し、診察行っている。10日に外出を控えている事、最近は拒食なく過ごされている事、時折頓服薬を使用することあるもここ3日ほどは不穏時使用せず眠れている事を情報提供している。診察時終始穏やかな様子で対話されており、外出に関してはそのままの日程で進めて良いとのお話あり。処方の変更は無い。
・田村　真紀子様～主治医訪室し診察行っている。他者トラブル無く過ごされている事、咽頭痛や嗄声は継続して見られており本人より風邪薬の処方継続希望聞かれている事を情報提供。診察時、本人より思考伝播に関する訴えがあり主治医よりあまり考えすぎると「自分の思考が相手に伝わっている」と思い込むようになってしまう為気にしないようにとお話しされている。咽頭痛や嗄声がまだ続いていることから、ＰＬ顆粒3包×毎食後3日分処方頂く。トランサミンカプセルは飲み切り中止となる。他処方は変わりなく、継続処方頂く。
・船場　幸子様～主治医来訪し本人と診察行っている。ここ最近他者に影響されたのか怒り口調での独語がある事、本日午前中も不穏時頓服薬を使用している事を情報提供している。診察時も独語聞かれているが、やや小声での独語で易怒性等は特に目立つことは無い。処方の変更は特になく、不穏時は適宜頓服にて対応していくようにと話あり。
・中居　敬悦様～主治医訪室し診察行っている。診察時本人より特に気になる事は無く、ふらつきや眠気も気にならず調子は良いと話あり。終始穏やかな様子であった。本人の調子も良いとの事で、受け入れ先が決まればすぐにでも退院可能との事。6/7定期よりレボトミン(５）中止となる。他処方の変更なし。
＜小柳Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・加藤　進様～時折失見当識様の言動ありますが、日課への支障はありません。携帯料金等の滞納により弁護士から督促状が届くことがあり、金銭面での問題点があることから退院先の確定が出来ない状態です。

・西川　和恵様～いちい寮へ看護サマリーを送っています。体験利用の調整についてPSWへ依頼しており、お返事待ちとなっています。

・春山　明子様～息子様との同居は困難なことから今後は施設入所も視野に
入れ検討していきましょう。介護認定新規申請予定。
・松川　順子様～自宅アパートの解約について検討が必要ですが、大家さんが入院中である為、連絡が取れない状況です。（PSWへ確認中との事）また精神症状著明に見られている為、精神症状の安定化を図れるよう対応していきましょう。

・江渡　保子様～以前、服薬拒否されていましたが現在、拒薬はありません。
施設入所も視野に入れ検討していきましょう。
・小笠原　大雄様～本人は母様との同居はストレスになると感じており別居を希望していますが、借金がある事から金銭的に施設入所は難しいと話されています。また被害妄想も持続している事から精神状態に応じた退院先を検討していきましょう。
・伊藤　誠様～施設入所が望ましいが、身寄りはなく後見人の有無も不明。また、
本人も対人恐怖から、施設入所に関して消極的であり、前医では訪問看護、ヘルパーを導入し自宅退院となったようですが今後は自宅以外で検討していく予定です。

施設入所が難しい場合はみちのく記念病院も視野に入れ検討していきましょう。
＜菅野Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・中居　松男様～退院先は施設の予定となっていますが、確定はしていません。歩行状態不安定である為ADLの低下がないよう介入していきましょう。

・續石　啓介様～八太郎療護園・ワークキャンパス見学など施設申し込みをしているが済み空きがなく待機の状態。現在の状況も改めて確認していきましょう。引き続き精神状態の変動に注意していきましょう。

・田村　真紀子様～両親が亡くなった事から、退院後の生活においては弟様か叔母様の介入が必要となります。主治医より退院について言及されると入院継続を希望されています。

・中居　敬悦様～青風荘の空きが出ない事から、青山荘へ入所し空きが出るのを待機するのはどうかとPSWより一意見がありました。

・船場　幸子様～青風荘退去となっています。精神症状が見られている為、精神症状の安定化を図っていきましょう。
・中村 和夫様～介護保険の申請状況、今後の方向性についての確認の電話するも不在であったとの事。自宅の場合すぐであれば良いが姉様の退職までの場合、来年まで待たなければいけないため、先に施設入所を目指す方向でいく予定であると情報があります。
＜ぴあサポートミーティング評価＞

・6/3石橋　隆夫様、佐藤　一路様、沖田　千賀様が参加されています。
最初は初参加者が2人だった為、自発的な意見が少なくスタッフによる促しが必要でしたが、時間が経つにつれ他者への発言に頷きや意見を述べる事が出来ていました。今後も、必要時はスタッフがサポートしていきましょう。
＜入院患者様情報＞

西　和世（にし　かずよ）様　79歳　女性
